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南平駅
検索・中野あきと

空
襲
で
両
親
を
亡
く
し
、
兄
弟

別
れ
別
れ
に
な
り
な
が
ら
も
強

く
生
き
抜
く
ヒ
ロ
イ
ン
奥
原
な

つ
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界

に
身
を
投
じ
、
草
分
け
の
一
人
と
な
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ

ら
」
が
、
い
よ
い
よ
最
終
章
で
す
▼
７

月
14
日
付
け
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
・
日

曜
版
」
で
は
、
ド
ラ
マ
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ

た
「
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
労
働

組
合
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
創
設
時
11

人
の
執
行
部
の
中
に
、
奥
山
玲
子
と
い

う
女
性
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
が
い
ま
し
た
▼

当
時
東
映
動
画
（
後
に
東
映
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
）
で
は
、
女
性
は
入
社
時
に

「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
辞
め
る
」
と
い

う
誓
約
書
を
書
か
さ
れ
ま
し
た
。
労
組

の
要
求
で
出
産
退
職
制
度
は
廃
止
。
奥

山
さ
ん
は
、
子
ど
も
を
産
ん
で
仕
事
を

続
け
た
職
場
で
最
初
の
人
と
な
り
ま
す

▼
奥
山
さ
ん
の
子
育
て
中
に
夫
へ
解
雇

通
告
。
仕
事
を
済
ま
せ
、
保
育
園
送
迎

の
た
め
に
運
転
免
許
を
取
り
に
行
っ
た

こ
と
が
理
由
で
す
。
労
組
が
会
社
と
交

渉
し
解
雇
は
中
止
。
そ
の
時
の
書
記
長

が
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
宮
崎
駿
さ
ん
。

副
委
員
長
は
ア
ニ
メ
『
火
垂
る
の
墓
』

の
高
畑
勲
さ
ん
で
し
た
▼
「
開
拓
者
に

な
れ
」
と
夫
に
励
ま
さ
れ
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
働
く
ヒ
ロ
イ
ン
奥
原
な
つ
。

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（
男
女
平
等
度
）
は
、
い
ま
な
お
１
４

９
カ
国
中
１
１
０
位
。
「
子
ど
も
を
産

ま
な
い
の
が
問
題
」
、
「
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

は
）
生
産
性
が
な
い
」
な
ど
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
背
を
向
け
る
風
潮
は
、
政

治
こ
そ
が
率
先
し
て
改
め
ね
ば
。

短信

値
上
げ
で
市
民
活
動
の
停
滞
も

多
く
の
市
民
が
、
文
化
・
芸
術
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
、
市
民
活
動
の
場

と
し
て
利
用
す
る
施
設
の
使
用
料
改
定
は
、

利
用
し
て
い
る
市
民
や
団
体
な
ど
の
声
や

意
見
を
踏
ま
え
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

値
上
げ
の
結
果
、
利
用
抑
制
が
お
こ
り
、

市
民
活
動
の
停
滞
を
招
け
ば
、
市
民
に
と
っ

て
も
日
野
市
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
損
失

と
な
り
ま
す
。

市
民
活
動
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

維
持
・
再
生
に
不
可
欠

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
、
日
野
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
。
そ
う
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
維
持
、
再
生
さ
せ
て
い
く
上
で
、
施
設

利
用
者
・
団
体
が
ど
ん
な
役
割
を
担
て
い

る
の
か
が
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
拠
点

の
一
つ
自
治
会
活
動
は
、
活
発
な
活
動
が

維
持
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
反
面
、
加

入
率
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
市
民
団
体
、
市
民
活
動

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と
っ
て
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
受
益
者
負
担
」
論
は
不
適
切

民
間
市
場
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、

提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
や
質
に
応
じ

て
、
そ
の
対
価
を
支
払
う
受
益
者
負
担
の

原
則
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
、
と
り
わ
け
市
民
の
人
権
や
福
祉
、

教
育
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
、
受
益

者
負
担
の
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
民
が
、
身
近
で
気
軽
に
学
び
交
流
し
、

健
康
で
文
化
的
な
営
み
を
行
い
や
す
い
環

境
を
求
め
る
こ
と
は
憲
法
上
の
権
利
で
す
。

日
野
市
な
ど
行
政
は
、
こ
れ
に
応
え
保
障

し
て
い
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

日
野
市
は
、
町
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い

る
地
区
セ
ン
タ
ー
、
先
駆
的
な
図
書
館
活

動
な
ど
、
施
設
の
面
で
も
使
用
料
の
面
で

も
、
市
民
の
社
会
教
育
活
動
を
保
障
し
て

き
た
よ
き
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
提
案
は
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら

も
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中野あきと市議《９月市議会一般質問》

元副市長をめぐる問題の全容解明

「いま、日野市に求められること」
※質疑内容は次号に掲載します。

≪今回値上げの対象になったもの≫

●住民票などの手数料 200円→300円

●以下の施設の使用料

・生活保健センター ・東部会館

・南平駅西交流センター ・落川交流センター

・多摩平交流センター ・新町交流センター

・万願寺交流センター ・平山交流センター

・男女平等推進センター ・発達・教育支援

センター ・七ツ塚ファーマーズセンター

施設コストの50％を利用者負担とする「基準額」

を設定し、現行の使用料と比較。現行使用料が

基準額に対して不足の場合は引き上げを行う。

ただし、引き上げの上限は現行使用料の1.5

倍までとする。

市
民
・
利
用
者
の
声
も
聞
か
ず

証
明
書
手
数
料
、
施
設
使
用
料
の
値
上
げ

有
識
者
・
市
民
で
構
成
さ
れ
た
「
日
野

市
手
数
料
、
使
用
料
等
検
討
委
員
会
」
は
、

住
民
票
な
ど
証
明
書
手
数
料
や
各
種
施
設

の
使
用
料
値
上
げ
を
「
適
当
」
と
す
る
報

告
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
、
問
題
点
を
見
る
と
…
…
。

８月１１日、浅川の「ふれあい橋」下広場を中心

に「第４回・浅川アユまつり」が開催されました。

中野あきと市議も参加、きれいになった浅川で市

民と交流しました。

第４回 浅川アユまつり



《次回無料法律相談 》

日野市役所６階共産党控室 午後１時～３時

10月１0日（木）お申し込みは下記へ。

清水とし子事務所 ☎042-582-1042

日刊●月3497円 日曜版●月930円

◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

＜ 写真で見る南平と平山の今昔 ⑤ ＞
土のあぜ道の通学路

南平６丁目、南平西部地区センター付近

左の古い写真は、一面の水田と畑で人家は見えません。

子どもたちが七生中学校へ用水沿いの土のあぜ道を、そろって通

学中です。初冬の頃の風景でしょうか、稲わらが田んぼにあり、

子どもたちは厚着をしています。

古い写真は昭和33年（1958年）頃、今の南平６丁目、南平西

部地区センター周辺のモノです。左の奥が南平駅です。

浅川近くに住むＩさんは、田んぼと畑でさえぎるものは無く、

「家から京王線が見えました」と話しています。

新しい写真は、古い写真とほぼ同じ位置からの現在の風景です

（2019年８月撮影）。現在の写真からは田んぼだった頃の面影

はありませんが、流れる用水がわずかにその頃を思い出させてく

れます。（古い写真は南平７丁目在住の清水守男さんの撮影です）

新設されたミニバス北野街道循環の「南平４丁目」

のバス停は、利用者が急増しています。高幡不動駅

に行くには便利で早いと言うことで、線路向こうの

南平５丁目の方々の利用も増えています。向川原市

営住宅からバス停までは徒歩で７～８分です。

要望のつよい、北野街道の南平３丁目、４丁目に、

バス停の設置が望まれます。

◆ご質問に答えて◆

一番橋の北側にある道路は
どこにつながるの？

「一番橋を渡った所にある工

事中の広い道路はどこにつな

がるのですか」というご質問

が、中野事務所にありました。

この道路は、都道3・3・2

号線と言って、完成すれば西

方向は多摩川を渡り八王子市

内を経て圏央道へ。

東方向は『角上魚類日野店』

付近で20号バイパスに接続し

ます。

20号バイパス

豊田小■
一番橋

市
民
へ
の
負
担
増
と

ご
み
資
源
化
に
対
す
る
逆
行

こ
れ
ま
で
無
料
で
回
収
さ
れ
て
い
た
発
泡

ト
レ
ー
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
ご
み
」
と
さ
れ
、
ま
と
め
て
有
料
回
収

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
暮
ら
し
に
さ

ら
に
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
有
料
、
無
料
の
区
別
を
し
て
ご
み
を
資

源
化
・
再
利
用
」
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

市
が
行
っ
て
き
た
ご
み
行
政
に
対
し
て
も
逆

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

世
界
の
流
れ
に
も
逆
行

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
環
境
汚
染
が

世
界
的
な
問
題
と
な
る
中
、
日
野
市
で
は
、

新
た
に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
指
定
袋

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
無
く
す
の
が
世
界
の
流
れ
で
す
。

市
が
行
お
う
と
し
て
い
る
方
向
は
、
世
界

の
環
境
政
策
へ
の
逆
行
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。議

会
の
議
決
に
も
反
す
る

昨
年
12
月
、
共
産
党
市
議
団
が
反
対
し
た

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご
み
を
分
別
収
集
し
資

源
化
を
図
る
た
め
の
条
例
改
正
」
に
も
反
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

改
正
条
例
に
あ
た
り
日
野
市
は
、
「
可
燃

ご
み
袋
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご
み
・
不
燃

ご
み
両
用
袋
と
す
る
。
収
集
袋
は
２
種
類
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
議
会
は
こ
の
説
明
を
踏

ま
え
て
賛
否
を
判
断
し
議
決
し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
改
正
案
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
は
新
た
に
つ
く
る
青
色
の
袋
で
収
集
し
、

そ
れ
以
外
の
陶
器
・
ガ
ラ
ス
類
な
ど
は
、
こ

れ
ま
で
の
オ
レ
ン
ジ
袋
で
と
、
３
種
類
の
有

料
袋
に
変
更
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
以
上
の
見
地
か

ら
補
正
予
算
案
の
撤
回
を
求
め
る
と
と
も
に
、

広
く
市
民
の
参
加
に
よ
る
議
論
で
、
合
意
形

成
の
上
、
議
会
へ
条
例
案
を
出
し
直
す
こ
と

が
必
要
だ
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

中
野
あ
き
と

日
野
市
は
９
月
市
議
会
に
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご
み
」

を
、
有
料
化
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
提
出
し
ま
し
た
。

実
施
は
来
年
１
月
か
ら
で
す
。
こ
の
夏
に
日
野
市
が
行
っ

た
中
学
校
区
ご
と
の
説
明
会
で
は
、
反
対
の
声
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
戸
惑
い
や
疑
問
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
市
議
団
の
見
解
を
、

中
野
あ
き
と
市
議
に
聞
き
ま
し
た
。

◀
新
設
の
南
平
４
丁
目
バ
ス
停

どう考える……

プラスチックごみ分別・収集の変更


